
住
宅
・
建
物
の
被
害
と
復
旧

　

震
災
に
よ
り
家
屋
な
ど
の
建
物
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
失
っ
た
方
も
多
く
、
一
日
も
早
い
生
活
再
建

の
た
め
震
災
直
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

第４章

被
害
状
況
と
復
旧
の
取
組
み

長
野
県
北
部
地
震
で
は
、
村
の
人
口

の
７
割
を
占
め
る
26
集
落
で
住
宅
等
の

建
物
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、

被
災
者
の
安
全
と
生
活
再
建
に
向
け
て

地
震
発
生
当
日
か
ら
被
災
状
況
等
の
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
段
階
で
は
、
余
震
に
よ
る
倒
壊

や
落
下
物
か
ら
の
二
次
災
害
を
防
ぐ
た

め
の
「
被
災
建
物
応
急
危
険
度
判
定
」

が
行
わ
れ
、
長
野
県
か
ら
の
派
遣
に
よ

り
判
定
士
46
班
体
制
で
８
日
間
に
わ
た

り
、
村
内
の
被
災
建
物
の
危
険
度
判
定

が
行
わ
れ
、赤
（
危
険
）・
黄
（
要
注
意
）・

緑
（
調
査
済
）
の
調
査
票
が
貼
ら
れ
ま

し
た
。

次
に
第
２
段
階
と
し
て
、３
月
25
日

か
ら
７
日
間
「
住
宅
総
合
相
談
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
も
長
野
県
建
築
士

会
な
ど
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い

た
だ
き
、被
災
住
宅
各
戸
へ
伺
い
住
宅
の

修
復
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

６
８
１
件
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

第
３
段
階
で
は
「
建
物
の
被
害
認
定

調
査
」を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
１
班
３

名
ず
つ
10
班
体
制
で
建
物
の
傾
き
や
基

礎
、梁
、壁
な
ど
の
構
造
の
被
害
状
態
を

被
災
建
物
調
査

調
査
し
、全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
・

一
部
損
壊
の
判
定
に
よ
り
「
り
災
証
明

書
」を
発
行
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
も
調
査

員
の
確
保
は
、長
野
県
建
築
士
会
、長
野

県
や
近
隣
市
町
村
の
職
員
か
ら
協
力
し

て
い
た
だ
き
、４
月
４
日
か
ら
28
日
ま

で
述
べ
19
日
間
か
け
、１
，７
０
０
棟
余

り
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

「
建
物
の
被
害
認
定
調
査
」
は
村
で

も
全
く
初
め
て
の
経
験
で
通
常
業
務
と

は
異
な
る
特
殊
性
も
あ
る
た
め
、
平
成

区　分 危　険（赤） 要注意（黄） 調査済（緑） 合　計

住　家 160件 284件 336件 780件

非住家 137件 133件 232件 502件

合　計 297件 417件 568件 1,282件

●被災建物応急危険度判定（３月 12 日～３月 19 日）　

1家屋等に貼られた応急危険度判定の調査票
2危険（赤）と判定された家屋（青倉）
3倒壊した建物（野田沢）
4柱が損傷し、家財が散乱した家屋（青倉）

19
年
に
発
生
し
た
中
越
沖
地
震
で
同
様

に
調
査
を
経
験
さ
れ
た
、
新
潟
県
柏
崎

市
に
職
員
の
派
遣
を
依
頼
し
、
調
査
方

法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ば
せ
て
も
ら
う
な

ど
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
調
査
で
は
慣

れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
対

応
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
被

災
者
か
ら
の
不
満
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、

こ
う
し
た
経
験
と
反
省
を
今
後
の
災
害

時
に
も
し
っ
か
り
と
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

1234

県内外から派遣いただいた調査員による建物の被害認定調査の様子
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笹原笹原

24

13

7

21

1
46

45

集落別の住家等の被害状況（平成24年8月末現在）

60 62

37
17

29

61
82

26

24

5

11
33
15
13
25
3

7 16

11

白鳥地区
全壊　　　　0
大規模半壊　0
半壊　　　　0
一部損壊　  60

月岡地区
全壊　　　　2
大規模半壊　4
半壊　　　    8
一部損壊　  31

泉平地区
全壊　　　　1
大規模半壊　1
半壊　　　  11
一部損壊　  13

平滝地区
全壊　　　　0
大規模半壊　0
半壊　　　  14
一部損壊　  48

青倉地区
全壊　　　  14
大規模半壊　6
半壊　　　  19
一部損壊　  22

森地区
全壊　　　    4
大規模半壊　2
半壊　　　  26
一部損壊　  50

箕作地区
全壊　　　　0
大規模半壊　2
半壊　　　    4
一部損壊　  40

野田沢地区
全壊　　　　0
大規模半壊　1
半壊　　　    8
一部損壊　  20

横倉地区
全壊　　　    7
大規模半壊　1
半壊　　　  15
一部損壊　  14

小滝地区
全壊　　　    3
大規模半壊　0
半壊　　　　7
一部損壊　　7

塩尻地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　0
一部損壊　　1

雪坪地区
全壊　　　    0
大規模半壊　1
半壊　　　　3
一部損壊　　7

志久見地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　1
一部損壊　  32

柳在家地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　3
一部損壊　  12

切欠地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　1
一部損壊　  12

長瀬地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　0
一部損壊　  25

北野地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　0
一部損壊　  16

極野地区
全壊　　　　0
大規模半壊　0
半壊　　　　2
一部損壊　  22

中野地区
全壊　　　　0
大規模半壊　0
半壊　　　　2
一部損壊　　9

原向地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　9
一部損壊　  12

大久保地区
全壊　　　　1
大規模半壊　1
半壊　　　　7
一部損壊　  15

天地地区
全壊　　　　0
大規模半壊　0
半壊　　　　2
一部損壊　　3

坪野地区
全壊　　　　1
大規模半壊　2
半壊　　　　5
一部損壊　　5

天代地区
全壊　　　　0
大規模半壊　0
半壊　　　　1
一部損壊　　6

水内地域

西部地域

東部地域

笹原地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　0
一部損壊　　3

当部地区
全壊　　　    0
大規模半壊　0
半壊　　　　0
一部損壊　　7

雪坪

平滝白鳥

横倉

森
青倉

泉平
箕作

月岡

塩尻

志久見
柳在家
切欠

原向

当部

長瀬

北野

極野
中野

坪野

野田沢

小滝

大久保

天地

屋敷

五宝木

上野原

和山

切明

小赤沢

天代
笹原

雪坪

平滝白鳥

横倉

森
青倉

泉平
箕作

月岡

塩尻

志久見
柳在家
切欠

原向

当部

長瀬

北野

極野
中野

坪野

野田沢

小滝

大久保

天地

屋敷

五宝木

上野原

和山

切明

小赤沢

天代
笹原

震
災
で
住
居
が
半
壊
以
上
と
な
る
な

ど
、
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
被
災
者

の
た
め
に
、
仮
設
住
宅
等
の
住
居
の
確

保
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
県
内
に
は

震
災
に
よ
る
仮
設
住
宅
の
建
設
事
例

が
な
く
、
戸
数
の
決
定
や
村
か
ら
県

へ
の
建
設
依
頼
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
東
北
地
方
の
被
災
地
で
の
大
規
模

な
仮
設
住
宅
の
建
設
で
住
宅
資
材
や
工

事
関
係
者
の
確
保
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
か
ら
着
工
の
遅
れ
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
敷
地
に
は
ま
だ

大
量
の
雪
が
残
っ
て
い
て
重
機
に
よ
る
除

雪
を
行
い
な
が
ら
、
震
災
か
ら
２
か
月

後
の
５
月
14
日
に
ま
ず
北
野
天
満
温
泉

駐
車
場
に
５
戸
が
完
成
し
、
そ
の
２
週

間
後
に
農
村
広
場
グ
ラ
ン
ド
に
35
戸
が

完
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
追
加
の
15

戸
は
１
か
月
後
の
６
月
18
日
に
完
成
し
、

合
わ
せ
て
55
戸
の
仮
設
住
宅
が
用
意
さ

れ
、
村
外
へ
避
難
し
て
い
た
方
も
栄
村

に
戻
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
で
の
生
活
は
、
広
さ
や
設

備
、
使
い
勝
手
に
至
る
ま
で
普
通
の
住

宅
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、
入
居
者
か
ら

の
不
満
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
の
多

く
の
方
か
ら
の
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
の

ご
支
援
、
激
励
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

か
げ
で
、
入
居
者
も
元
気
に
仮
設
住
宅

で
の
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
の
建
設

●集落別の住家被害状況

●村外避難者、仮設住宅入居者の推移

●仮設住宅の建設

箇所名 発注区分 建設戸数 着工日 入居日

北野天満温泉 当初分 ５ ４月 14 日 ５月 14 日

栄村農村広場

当初分 35 ４月 18 日 ５月 29 日

追加分 15 ５月 16 日 ６月 18 日

小　計 50 ― ―

合　　計 55 ― ―

11月末 12月末8月末 9月末 10月末 11月末 12月末 1月末
平成24年 （復興村営住宅竣工）

2月末 3月末 4月末 5月末 6月末 7月末 8月末 9月末 10月末

118人
［50世帯］

75人
［36世帯］

44人
［22世帯］ 39人

［19世帯］ 34人
［18世帯］ 30人

［14世帯］ 27人
［12世帯］

26人
［11世帯］

26人
［11世帯］

26人
［11世帯］ 20人

［9世帯］
14人
［6世帯］

75人
［36世帯］

44人
［22世帯］ 39人

［19世帯］ 34人
［18世帯］ 30人

［14世帯］ 27人
［12世帯］

26人
［11世帯］

26人
［11世帯］

26人
［11世帯］ 20人

［9世帯］
14人
［6世帯］ 10人

［4世帯］

0

20

40

60

80

100

120
（人）

仮設住宅入居者（北野天満温泉）
仮設住宅入居者（栄村農村広場）
村外避難者

118人
［50世帯］

6月末 7月末
平成23年

118人
［50世帯］

118人
［50世帯］ 116人

［49世帯］
116人
［49世帯］

102人
［45世帯］

97人
［44世帯］

98人
［45世帯］ 96人

［44世帯］

99人
［45世帯］

102人
［46世帯］

103人
［47世帯］

103人
［46世帯］100人

［45世帯］
98人

［44世帯］

90人
［41世帯］

41人
［19世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

5人
［3世帯］

42人
［20世帯］
42人

［20世帯］

72人
［34世帯］
72人

［34世帯］

84人
［41世帯］
84人

［41世帯］
83人

［41世帯］
83人

［41世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

6人
［4世帯］

5人
［3世帯］

66人
［31世帯］
66人

［31世帯］
59人

［26世帯］
59人

［26世帯］

44人
［22世帯］
44人

［22世帯］

3人
［2世帯］
3人

［2世帯］
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仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
被
災
者
の
半
数

は
高
齢
者
世
帯
で
、自
力
で
の
住
宅
再
建

は
難
し
い
こ
と
か
ら
災
害
公
営
住
宅
の

整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

村
で
は
元
の
集
落
で
の
生
活
を
基
本
に

考
え
、ま
た
住
民
か
ら
の
希
望
も
強
か
っ

た
こ
と
か
ら
、村
内
８
地
区
に
合
計
31
戸

の
復
興
村
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
建
設
場
所
と
戸
数
を

決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、各
地
区
で
の

懇
談
会
や
検
討
会
の
開
催
、ま
た
補
助
対

象
と
な
る
建
設
戸
数
や
国
庫
補
助
金
の

確
保
な
ど
、住
民
や
関
係
者
と
何
度
も

擦
り
合
わ
せ
な
が
ら
、よ
う
や
く
平
成
24

年
３
月
末
に
整
備
計
画
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。栄
村
の
冬
期
は
、豪
雪
に
よ
り
あ

ら
ゆ
る
建
設
活
動
が
制
約
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、震
災
当
初
か
ら
平
成
24
年
の
降
雪

期
前
に
は
復
興
村
営
住
宅
を
建
設
し
、新

し
い
年
を
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
集
落
で
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
目
標
を
立
て
ま

し
た
。建
設
に
あ
た
っ
て
は
県
の
指
導
は

も
ち
ろ
ん
、管
理
施
工
を
お
願
い
し
た
長

野
県
住
宅
供
給
公
社
と
施
工
業
者
、敷

地
地
主
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、極

短
期
間
の
工
期
内
の
平
成
24
年
11
月
15

震
災
復
興
村
営
住
宅
の
建
設

●震災復興村営住宅の整備状況

日
に
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
、仮
設
住
宅

等
の
避
難
先
か
ら
の
入
居
者
の
引
っ
越
し

も
、本
格
的
な
雪
降
り
の
前
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
自
力
で
の
住
宅
再
建

を
目
指
し
た
被
災
者
も
、
大
半
の
方
が

復
興
村
営
住
宅
の
完
成
と
同
時
期
ま
で

に
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
も
新

居
へ
の
入
居
が
順
次
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
25
年
の
春
に
は
す
べ
て
の
入
居

者
が
仮
設
住
宅
か
ら
退
去
し
、
役
目
を

終
え
た
仮
設
住
宅
は
す
べ
て
解
体
撤
去

さ
れ
る
予
定
に
な
り
ま
し
た
。

自
力
で
住
宅
を
再
建
さ
れ
る
方
に

と
っ
て
は
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
の
生
活

再
建
支
援
金
制
度
だ
け
で
は
十
分
で
な

く
、
特
に
一
部
損
壊
の
世
帯
に
は
支
援

制
度
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
今
回
の
地
震
で
は
住
宅
内
外
の

壁
に
損
傷
が
大
き
い
な
ど
、
修
繕
で
も

数
百
万
単
位
の
費
用
が
必
要
と
な
る
方

が
多
か
っ
た
た
め
、
平
成
24
年
７
月
に

新
た
な
住
宅
再
建
支
援
制
度
と
し
て
、

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
と
「
住

宅
資
金
利
子
補
給
補
助
金
」
の
２
つ
の

住
宅
再
建
支
援
制
度
の
創
設

補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
県
の
震
災
復
興
基
金
を
財
源
と
し
て
、

県
と
協
議
し
な
が
ら
制
度
化
し
た
も
の

で
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
は

震
災
後
の
新
築
、
購
入
、
増
改
築
、
修

繕
に
か
か
っ
た
費
用
の
20
％
（
限
度
額

50
万
円
）
を
補
助
す
る
も
の
で
、
一
部

損
壊
も
含
め
全
世
帯
で
震
災
か
ら
３
年

間
（
平
成
26
年
３
月
ま
で
）
の
工
事
等

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
住

宅
資
金
利
子
補
給
補
助
金
」
に
つ
い
て

は
、
建
設
、
購
入
、
修
繕
の
た
め
住
宅

資
金
融
資
を
受
け
た
場
合
の
返
済
利
子

の
１
％
相
当
を
補
助
す
る
も
の
で
、
こ

ち
ら
も
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
借
入
金

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
災
害
援
護
資
金
の
無
利
子
貸
付
制
度

や
村
の
克
雪
資
金
貸
付
制
度
な
ど
も
含

め
た
支
援
制
度
の
幅
広
い
選
択
肢
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
再
建
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
い
つ
ま
で
も
村
に

住
み
続
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

【構　造】　木造２階建て　１棟１戸×５、１棟２戸× 13　（合計 18 棟 31 戸）

【間取り】　１階：玄関、台所・居間、和室６畳、トイレ、洗面・浴室

　　　　　２階：洋室２室　

【特　色】
住　  棟 １棟２戸及び 1 棟１戸、軒の高さ６m、共有通路（1 棟 2 戸）、スロープの設置

屋    根 落雪型（屋根勾配４.5 寸）、軒の出 75cm 以上
形状（切妻型及び片流れ型）、雪割 90cm

柱・梁・壁 柱：地元 “ 杉 ”12cm 角、梁・壁：地元 “ 唐松 ”

断熱仕様 断熱材の厚さ：天井 20cm、壁 10cm　　窓：ペアガラス

【地区別整備戸数】
地区名 棟　数 整備戸数

青　倉 　５棟 10 戸

横　倉 　４棟 　７戸

森 　４棟 　８戸

月　岡 　１棟 　１戸

小　滝 　１棟 　２戸

野田沢 　１棟 　１戸

大久保 　１棟 　１戸

北　野 　１棟 　１戸

計 18 棟 31 戸

雪割10
4.5

軒高６ｍ

雪だまり
融雪・除雪

１階平面図 ２階平面図

震災復興村営住宅（森）

震災復興村営住宅（小滝）
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３
月
12
日
以
来
、
10
日
間
に
わ
た
る

避
難
所
生
活
は
21
日
に
解
除
と
な
っ
た

が
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
遅
れ
て
い

た
り
、
家
の
損
傷
が
激
し
い
な
ど
、
自

宅
に
戻
れ
ず
に
避
難
所
に
残
っ
た
者
と
村

外
避
難
者
の
苦
悩
は
ま
だ
続
き
ま
し
た
。

避
難
所
で
は
、
最
終
的
に
家
に
は
帰

れ
ず
、
避
難
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
世

帯
を
調
査
し
、
40
戸
の
仮
設
住
宅
の
建

設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、

国
の
明
確
で
な
い
基
準
か
ら
入
居
者
選

定
に
役
場
担
当
者
と
入
居
希
望
者
の
間

で
苦
悩
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

55
戸
の
建
設
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

突
貫
工
事
に
よ
り
、
５
月
29
日
に
横

倉
地
区
の
農
村
広
場
に
７
棟
35
世
帯
の

仮
設
住
宅
が
完
成
し
、
第
一
陣
の
入
居

者
説
明
会
で
部
屋
の
カ
ギ
を
受
け
取
り
、

仮
設
住
宅
へ
の
入
居 栄村農村広場

仮設住宅管理組合長（当時）

島
しま

田
だ

　裕
ひろ

水
み

さん

私
達
は
78
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
避
難

所
か
ら
仮
設
住
宅
に
そ
の
日
か
ら
入
居

の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

部
屋
の
間
取
り
は
世
帯
人
数
に
よ
り

３
種
類
、単
身
世
帯
の
住
居
は
居
間
が

４
畳
半
１
部
屋
し
か
な
く
圧
迫
感
を
感

じ
ま
し
た
が
、仮
設
住
宅
の
建
設
が
遅
れ

て
い
る
東
北
地
方
の
状
況
を
思
え
ば
贅

沢
は
言
え
な
い
と
皆
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
て
る
空
間
を
あ
り
が
た
く
思
い
な
が

ら
、慣
れ
な
い
集
団
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、住
み
慣
れ
た
我
が
家
と
は
違
い
、

避
難
生
活
の
疲
れ
が
一
気
に
噴
出
し
、体

調
を
崩
す
高
齢
者
も
出
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
外
に
避
難
し
て
い
た
高
齢

者
の
方
は
、
や
っ
と
栄
村
に
戻
れ
て
お

茶
飲
み
仲
間
が
で
き
、
田
畑
も
か
ま
え

る
と
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
横
倉

地
区
以
外
の
集
落
の
方
は
農
地
が
遠
く
、

高
齢
の
方
は
特
に
苦
労
を
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

６
月
に
残
り
の
２
棟
15
世
帯
の
仮
設

住
宅
が
完
成
し
、
合
わ
せ
て
50
世
帯
の

大
き
な
集
団
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
７

月
４
日
に
第
１
回
仮
設
住
宅
入
居
者
会

議
が
栄
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
開

●仮設住宅配置図（北野天満温泉）

●仮設住宅配置図（栄村農村広場）

1仮設住宅（栄村農村広場）　 2仮設店舗を併設した仮設住宅集会所（応急サポート拠点施設）　 3仮設住宅の屋根の除雪作業の様子（平成 24 年１月）

催
さ
れ
、
役
場
の
担
当
者
よ
り
入
居
期

間
の
２
年
間
、
こ
の
集
団
を
ま
と
め
る

た
め
の
住
民
自
治
組
織
を
立
ち
上
げ

た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

入
居
者
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
元
の
集
落
が

あ
り
、
そ
の
自
治
組
織
の
一
員
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
２
つ
の
自
治
組
織
に
属

す
る
の
は
如
何
な
も
の
か
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
自
分
達

で
出
来
る
こ
と
は
自
分
達
で
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
承
諾
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
組
織
を
９
棟
50
世
帯
の
維
持
管
理

組
織
「
仮
設
住
宅
管
理
組
合
」
と
す
る

こ
と
に
決
ま
り
、
各
棟
か
ら
班
長
を
選

出
し
、
そ
の
中
か
ら
正
副
代
表
者
と
会

計
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
、
話
し
合
い
の

結
果
、私
が
管
理
組
合
長
に
な
り
ま
し
た
。

管
理
組
合
で
の
最
初
の
取
り
組
み
と

し
て
、
施
設
の
共
用
電
気
料
の
負
担
方

法
の
決
定
や
入
居
者
全
員
か
ら
施
設
の

不
具
合
、
各
自
の
悩
み
事
な
ど
を
取
り

ま
と
め
、
行
政
に
改
善
要
望
を
出
す
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

入
居
者
は
高
齢
者
の
単
身
世
帯
か
ら

小
さ
い
子
ど
も
が
大
勢
い
る
若
い
世
帯

な
ど
、
多
様
で
大
き
な
組
織
で
あ
っ
た

た
め
、
悩
み
事
も
様
々
で
し
た
。
多
く

の
世
帯
で
感
じ
た
こ
と
は
、
世
帯
人
数

に
対
し
て
部
屋
が
狭
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
し
か
し
、
建
設
基
準
タ
イ

プ
が
３
種
類
し
か
な
く
、
我
慢
は
止
む

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
皆
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
浴

槽
の
縁
が
高
す
ぎ
て
入
浴
の
際
に
足
が

届
か
な
い
な
ど
、
高
齢
者
世
帯
に
お
け

る
室
内
段
差
の
対
策
」「
一
日
中
こ
の

施
設
に
居
る
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
お
茶

飲
み
の
で
き
る
場
所
の
設
置
」「
買
い

物
弱
者
の
た
め
の
店
舗
の
設
置
」「
狭

い
密
閉
空
間
の
中
で
の
窓
な
ど
の
結
露

対
策
」
な
ど
の
改
善
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
10
月
に
は
仮
設
住
宅
の
敷
地
内

に
店
舗
が
併
設
す
る
集
会
所
を
建
設
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
番
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、

冬
を
目
前
に
し
て
の
除
雪
対
策
で
し
た
。

各
世
帯
の
自
家
用
車
が
40
数
台
も
あ
り
、

そ
の
駐
車
場
の
確
保
と
施
設
内
の
道
路

除
雪
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
知
恵
を
出

し
合
い
、
対
応
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

９
棟
の
長
屋
の
屋
根
除
雪
は
、
各
世
帯

の
屋
根
を
各
自
で
バ
ラ
バ
ラ
に
降
ろ
す

と
通
路
が
降
ろ
し
た
雪
で
通
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
か
と
い
っ
て
入
居
者

全
員
で
一
斉
に
除
雪
す
る
こ
と
も
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
と
か
行
政
で
対

応
し
て
も
ら
う
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た

が
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
各
自
で
都

合
の
良
い
日
に
除
雪
し
て
い
る
中
、
運

悪
く
屋
根
か
ら
落
下
し
、
一
人
の
尊
い

命
が
亡
く
な
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が

起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
受
け
て
、
若
い
世
帯
も

雪
害
救
助
員
に
屋
根
の
除
雪
を
お
願
い

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
か

ら
行
政
の
対
応
を
こ
の
方
式
に
し
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
と
悔
い
が
残
り
ま
す
。

私
は
、
冬
を
ま
た
い
で
自
宅
の
建
設

を
お
願
い
し
ま
し
た
の
で
、
翌
年
４
月

に
は
新
居
が
完
成
し
た
た
め
、
副
組
合

長
に
後
を
お
願
い
し
て
、
仮
設
住
宅
を

退
去
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
中
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
な
が
の
」を
は

じ
め
全
国
・
県
内
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、入

居
者
に
と
っ
て
は
心
の
支
え
に
な
り
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

管
理
組
合
の
立
ち
上
げ

仮
設
住
宅
の
除
雪
対
策

1

3 2

仮設住宅（北野天満温泉）　

5戸 5戸 8戸

5戸 5戸 7戸

5戸 5戸 5戸

5戸
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